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1886年	 １月 -		北海道庁設置、札幌農学校を所管
	 ８月 -		佐藤昌介帰国
　　　	 11月 -		佐藤昌介が「札幌農学校ノ組織
	 	 	改正ノ意見」を北海道庁長官に
	 	 	提出
　　　	 12月 -		佐藤昌介が札幌農学校教授に就任

1888年	 	佐藤昌介が「北海道殖民地ニ
	 	 	農学校ヲ必要トスルノ意見」を
	 	 	文部大臣に提出　　　	

1889年	 ９月 -		廣井勇、宮部金吾、南鷹次郎、
	 	 	吉井豊造らが教授に就任

1891年	 ３月 -		新渡戸稲造が教授に就任
　　　	 ８月 -		佐藤昌介が校長心得に就任
　　　	 10月 -		カリキュラムを大幅に改正

1893年	 11月 -		最後の外国人教師A.A.ブリガム
	 	 	が離任

1894年	 ４月 -		佐藤昌介が校長に就任

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
学
生
の
負
担
が

大
き
い
点
に
あ
る
」
と
主
張
し
、
学
校
組
織
の

改
革
を
提
案
し
た
。
以
降
、
北
海
道
庁
は
佐
藤

の
提
案
に
基
づ
い
た
改
革
を
進
め
た
。

　
同
年
十
二
月
に
、
佐
藤
は
札
幌
農
学
校
唯
一

の
教
授
に
就
任
し
、
翌
一
八
八
七
年
に
は
幹
事

を
兼
務
し
た
。
同
時
に
教
頭
心
得
で
あ
っ
た
Ｗ
・

Ｐ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
そ
の
任
を
解
か
れ
た
。
佐

藤
が
外
国
人
教
師
に
代
わ
り
教
務
責
任
を
担
う

体
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
は

北
海
道
庁
役
人
の
校
長
が
辞
任
し
て
佐
藤
が
校

長
心
得
に
就
任
し
、
一
八
九
三
年
に
最
後
の
外

国
人
教
師
Ａ
・
Ａ
・
ブ
リ
ガ
ム
が
離
任
す
る
と

翌
一
八
九
四
年
に
佐
藤
が
正
式
に
校
長
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
学
校
の
全
般
に
わ
た
っ
て
佐
藤
が

牽
引
す
る
体
制
が
確
立
し
た
。

　卒
業
生
を
中
心
と
し
た
教
授
陣
の
形
成

　
こ
の
間
、
教
育
体
制
に
お
い
て
は
、
外
国
人

教
師
が
主
要
科
目
を
担
当
す
る
体
制
か
ら
、
第

一
、二
期
生
を
は
じ
め
と
す
る
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
、
専
門
分
化
し
た
専
攻
分
野
を
持
っ
た
教

授
陣
の
形
成
へ
と
移
行
し
た
。
一
八
九
四
年
の

札
幌
農
学
校
の
教
授
陣
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
】
札
幌
農
学
校
の
教
授
陣
（
一
八
九
四
年
）

教
　
授

		

主
な
担
当

		

講
義

校
務
・
役
職

出
　
身

佐
藤
昌
介

農
業
経
済
学

校
長

第
一
期
生

廣

井

勇

土
木
工
学

第
二
期
生

宮
部
金
吾

植
物
学

植
物
園
主
任

第
二
期
生

新
渡
戸
稲
造

農
政
学
、

農
業
史

書
籍
館
（
図

書
館
）
主
任

第
二
期
生

南
鷹
次
郎

農
学
、

園
芸
学

農
園（
農
場
）

主
任

第
二
期
生

吉
井
豊
造

農
芸
化
学

駒
場
農
学
校

幌
農
学
校
は
、
卒
業
生
を
留
学
さ
せ
た
後
、
教

授
陣
に
編
成
し
て
い
っ
た
。
第
八
期
生
橋
本
左

五
郎
（
畜
産
学
）、第
十
一
期
生
大
島
金
太
郎
（
農

芸
化
学
）、
第
十
三
期
生
松
村
松
年
（
昆
虫
学
）、

高
岡
熊
雄
（
農
政
学
）
な
ど
で
あ
る
。

次
の
時
代
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
こ
れ
ま
で
外
国
人
教
師
か
ら
英
語
で
学
ん

で
い
た
西
洋
最
先
端
の
学
問
・
技
術
を
、
留

学
な
ど
を
経
て
教
授
に
就
任
し
た
卒
業
生
が

日
本
語
で
講
義
す
る
体
制
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
札
幌
農
学
校
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と

い
え
る
。
教
授
陣
の
専
門
化
し
た
専
攻
分
野
は
、

一
九
〇
七
年
の
帝
国
大
学
昇
格
の
際
、
学
科
・

講
座
構
成
の
基
軸
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
佐
藤
・

宮
部
・
南
が
教
授
陣
の
中
心
と
な
る
体
制
は
、

一
九
三
〇
年
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

初
期
札
幌
農
学
校
の
教
育
体
制

　
一
八
七
六
年
の
開
校
以
来
、
札
幌
農
学
校
に

は
常
に
数
名
の
外
国
人
教
師
が
在
籍
し
、
英
語

で
農
学
・
工
学
・
化
学
・
数
学
と
い
っ
た
主
要
科

目
の
講
義
を
し
た
。
一
八
九
三
年
ま
で
の
十
七

年
間
に
初
代
教
頭
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
は
じ
め

計
十
名
の
外
国
人
教
師
が
教
壇
に
立
っ
た
。
西

洋
の
最
先
端
の
科
学
を
学
ば
せ
、
最
先
端
の
技

術
を
習
得
さ
せ
て
、
北
海
道
「
開
拓
」
事
業
に

資
す
る
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
の
が
札
幌
農

学
校
の
目
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
初
期
の

札
幌
農
学
校
で
は
学
校
を
管
轄
す
る
開
拓
使
・

農
商
務
省
・
北
海
道
庁
の
役
人
が
校
長
を
務
め
、

筆
頭
格
の
外
国
人
教
師
が
教
頭
ま
た
は
教
頭
心

得
と
し
て
教
務
の
責
任
者
と
な
る
体
制
を
と
っ

て
い
た
。
そ
の
体
制
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は

一
八
八
六
年
か
ら
で
あ
る
。

「
エ
ー
ス
」
佐
藤
昌
介
の
校
長
就
任

　
一
八
八
六
年
、
札
幌
農
学
校
の
所
管
が
農
商

務
省
か
ら
新
設
の
北
海
道
庁
に
移
っ
た
。
折
し

も
中
央
政
府
に
お
い
て
、
札
幌
農
学
校
の
教
育

は
費
用
ば
か
り
が
嵩
み
、
高
尚
に
過
ぎ
て
、
北

海
道
「
開
拓
」
の
実
際
に
即
し
て
い
な
い
、
と

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
札
幌
農

学
校
の
危
機
に
、
第
一
期
生
の
リ
ー
ダ
ー
格
で

あ
っ
た
佐
藤
昌
介
が
、
留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
か

ら
呼
び
戻
さ
れ
た
。
佐
藤
は
北
海
道
庁
長
官
に

「
札
幌
農
学
校
ノ
組
織
改
正
ノ
意
見
」
を
提
出

し
、
札
幌
農
学
校
批
判
へ
の
反
論
を
展
開
し
た
。

佐
藤
は
「
札
幌
農
学
校
の
教
育
内
容
の
問
題
は
、

そ
の
高
尚
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
内
容
が
広

範
に
及
び
、
し
か
も
英
語
に
よ
る
講
義
に
対
応

　
第
一
期
生
の
佐
藤
を
筆
頭
に
、
第
二
期
生
廣

井
勇
、
宮
部
金
吾
、
新
渡
戸
稲
造
、
南
鷹
次
郎

ら
が
教
授
陣
を
形
成
し
、
校
務
に
お
い
て
も

重
責
を
担
っ
た
。
外
国
人
教
師
か
ら
日
本
人
教

授
陣
へ
の
移
行
に
は
、
札
幌
農
学
校
の
最
大

の
懸
案
で
あ
っ
た
経
費
削
減
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
農
学
を
教
授
し
た
Ａ
・

Ａ
・
ブ
リ
ガ
ム
の
年
俸
は
三
三
〇
〇
円
で
あ
っ

た
が
、
同
じ
く
農
学
を
担
当
す
る
南
鷹
次
郎
の

一
八
九
五
年
の
年
俸
は
九
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

一
人
当
た
り
の
人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り

多
く
の
教
授
陣
を
配
置
で
き
、
し
か
も
教
授
各

人
が
よ
り
専
門
分
化
し
た
農
学
関
係
講
義
を
担

当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
に
学
生

が
日
本
語
で
講
義
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

英
語
講
義
を
理
解
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
を
、

専
門
分
化
し
た
講
義
内
容
の
習
得
の
た
め
に
振

り
向
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
以
降
も
札
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 1.	 札幌農学校教授陣と第11期生（1893年 植物園蔵）　
	 前列左から吉井豊造、南鷹次郎、宮部金吾、佐藤昌介、
	 A.A.ブリガム、新渡戸稲造 

 2.	 佐藤昌介「札幌農学校ノ組織改正ノ意見」（1886年 大学文書館蔵）

 3.	 札幌農学校長佐藤昌介（1900年頃 大学文書館蔵）

 4.	 第14期生平塚直治が記録した
	 南鷹次郎講義「普通作物論」のノート（1894-95年 大学文書館蔵）

 5.	 第8期卒業生橋本左五郎ドイツ留学の手続き文書（1895年 大学文書館蔵）

 6.	 札幌農学校校舎（1900年頃 大学文書館蔵）

 7.	 最後の外国人教師A.A.ブリガム解職手続き文書（1893年 大学文書館蔵）

 8.	 ドイツ留学中の卒業生（1901年 大学文書館蔵）　
	 後列左から大島金太郎、松村松年、高岡熊雄

 9.	 シカゴ出張中の南鷹次郎（1893年 大学文書館蔵）

10.	 佐藤昌介の講義ノート「農業経済学講義」（1888年 大学文書館蔵） 10


